
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

NO.18     2022 年 9 月 20 日 
フォーラム青森 

〒030-0802 

  青森市本町 3 丁目 3 番 11 号 

      青森県平和労組会議気付 
forum-ao2021@outlook.jp 

    080-5413-2848（事務所専用 TEL） 

  

 

９
月
５
日
14
時
30
分
か
ら
、
ア
ス
パ

ム
６
Ｆ
「
八
甲
田
の
間
」
で
吉
田
忠
智

参
議
院
議
員
の
国
政
報
告
会
が
開
催
さ

れ
た
。
こ
の
報
告
会
は
、
吉
田
参
議
員

が
社
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
で
も
あ
る
こ

と
か
ら
自
治
労
県
本
部
（
リ
モ
ー
ト
開

催
）
と
フ
ォ
ー
ラ
ム
青
森
と
の
共
催
と

し
て
開
催
さ
れ
た
。 

会
場
に
は
40
名
程
が
参
加
し
、
吉
田

参
議
員
か
ら
は
国
会
情
勢
や
国
葬
の
問

題
・
統
一
教
会
の
問
題
な
ど
が
話
さ

れ
、
後
段
で
は
立
憲
民
主
党
の
現
状
と 

課
題
・
社
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
役
割
に
つ

い
て
話
さ
れ
た
。 

 

 

そ
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

国
際
情
勢
と
国
会
情
勢
報
告
が
あ

り
、
参
議
院
選
挙
総
括
に
お
い
て
は
、

立
憲
が
議
席
を
減
ら
し
た
こ
と
は
合
流

効
果
を
活
か
せ
な
か
っ
た
こ
と
や
、
比

例
で
維
新
の
会
に
敗
れ
た
こ
と
は
厳
し

く
総
括
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。 

 

そ
し
て
、
今
後
の
国
会
運
営
に
つ
い

て
は
、
①
物
価
高
騰
対
策
②
安
全
保
障

政
策
の
見
直
し
③
安
倍
元
首
相
の
国
葬 

９
月
12
日
18
時
か
ら
、
ロ
ー
フ
ク
会

館
で
フ
ォ
ー
ラ
ム
青
森
支
部
の
会
員
・

協
力
会
員
集
会
を
15
名
の
参
加
で
開
催

し
ま
し
た
。 

今
集
会
は
、
会
費
の
問
題
と
情
報
共

有
に
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
の
意
見
は
、

①
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
、
支
部
毎
に
党

員
協
を
設
立
し
た
ら
ど
う
か
。
②
社
民

党
（
の
時
の
よ
う
に
）
立
憲
と
し
て
地

域
支
部
へ
の
交
付
金
は
な
い
の
か
。
③

立
憲
と
し
て
、
日
常
活
動
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。
姿
が
見
え
な
い
。
④

（
立
憲
は
）
党
と
し
て
党
員
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
⑤
立
憲
と
し

て
、
県
連
・
総
支
部
・
地
域
支
部
と
い

う
機
関
の
位
置
づ
け
を
明
確
に
し
て
ほ

し
い
。 等

々
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
の
意
見
の
中
で
、
フ
ォ
ー
ラ

ム
支
部
毎
の
党
員
協
設
立
に
つ
い
て
は

検
討
す
る
こ
と
と
し
、
県
フ
ォ
ー
ラ
ム

と
し
て
各
支
部
へ
の
交
付
金
に
つ
い
て

も
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。 

な
お
、
出
さ
れ
た
意
見
に
つ
い
て
は

立
憲
と
も
協
議
し
た
い
。 

 

（
斎
藤
） 

        

 
 

８
月
２８
日
に
社
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
八

戸
支
部
第
２
回
幹
事
会
を
開
催
し
た
。 

 

議
題
と
し
て
は
、
①
参
議
院
選
挙
の

総
括
②
立
憲
民
主
党
県
連
第
１３
回
幹

事
会
報
告
で
し
た
。
立
憲
県
連
の
参
議

院
選
総
括
概
要
が
、
山
名
代
表
か
ら
次

の
よ
う
に
報
告
さ
れ
た
。
①
１
～
３
区

か
ら
の
総
括
資
料
に
基
づ
き
各
区
の
代

表
者
か
ら
報
告
を
受
け
た
が
、
県
連
と

し
て
全
体
的
総
括
は
示
さ
れ
な
か
っ

た
。
②
各
区
の
総
括
内
容
と
し
て
は
、

選
挙
活
動
の
実
績
報
告
と
政
党
・
団
体

と
の
連
携
、
ネ
ッ
ト
選
挙
の
大
切
さ
な

ど
が
報
告
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
各
区
総

括
の
ま
と
め
の
中
で
は
、
①
候
補
者
の

知
名
度
の
高
さ
と
人
柄
の
良
さ
、
親
し

み
や
す
さ
が
票
に
大
き
く
出
て
い
る
。

②
自
民
党
１
強
の
県
政
１
色
は
許
さ
な

い
と
の
民
意
を
受
け
止
め
、
党
勢
拡
大

に
努
め
る
べ
き
と
の
認
識
が
示
さ
れ

た
。 

 

ま
た
、
青
森
市
議
選
・
十
和
田
市
議

選
・
七
戸
町
議
選
の
公
認
申
請
も
承
認

と
の
報
告
が
あ
っ
た
。 

 

県
フ
ォ
ー
ラ
ム
青
森
で
の
第
一
回
幹

事
会
報
告
と
し
て
、
「
青
森
県
選
挙
区

で
は
、
議
席
を
死
守
す
る
こ
と
が
で
き

た
が
、
全
国
的
に
は
自
民
党
の
大
勝
を

許
し
、
比
例
区
で
の
敗
北
に
伴
い
改
憲

勢
力
の
拡
大
に
つ
な
が
っ
た
」
と
の
厳

し
い
総
括
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
と

の
報
告
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
八
戸
市

議
選
に
向
け
て
は
、
本
年
10
月
頃
に

選
対
を
発
足
さ
せ
来
年
２
～
４
月
に
か

け
選
対
事
務
所
設
置
と
八
戸
支
部
の
支

援
を
承
認
し
た
。 

 

（
山
名
文
世
） 

 

 
 

問
題
④
岸
田
政
権
を
ど
う
見
る
か 

 

な
ど…

、
そ
の
課
題
は
山
積
み
と
な

っ
て
い
る
。 

 

そ
の
後
、
立
憲
民
主
党
の
現
状
と
課

題
と
、
社
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
現
状
と
役

割
と
課
題
に
つ
い
て
提
起
さ
れ
た
。  

（
斎
藤
） 

青森市議選を勝利しよう!! 
・10 月 23 日 告示 

・10 月 30 日 投票 

       ※定数は 32 となります。 

■社民フォーラム出身の、立憲公認で、２

人が立候補します。 

■藤田誠候補、蛯名和子候補の行動日程な

どは次号（10/5 頃）でお知らせします。 

■必勝に向け、会員皆様のご協力をお願い

いたします。      
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同
日
の
市
議
会
決
算
特
別
委
員

会
で
説
明
し
た
。
月
間
の
時
間
外

労
働
が
２
５
５
時
間
に
な
っ
た
の

は
感
染
拡
大
の
「
第
６
波
」
が
襲
っ

た
３
月
。
感
染
者
の
増
加
に
伴
う

対
応
と
年
度
末
業
務
が
重
な
り
、

長
時
間
残
業
を
要
し
た
と
い
う
。 

市
人
事
課
に
よ
る
と
、
市
が
保

健
所
職
員
側
と
結
ん
だ
時
間
外
労

働
の
上
限
を
定
め
た
労
使
協
定

（
三
六
協
定
）
で
、
上
限
は
月
間
１

０
０
時
間
未
満
に
設
定
。
た
だ
、
新

型
コ
ロ
ナ
対
応
は
災
害
同
様
に
緊

急
性
が
高
い
臨
時
的
な
業
務
と
し

て
取
り
扱
わ
れ
て
お
り
、
１
０
０

時
間
を
超
え
た
場
合
は
八
戸
労
働 

   

基
準
監
督
署
に
報
告
し
て
い
る
。 

７
月
以
降
、
市
内
の
新
規
感
染

者
数
は
「
第
７
波
」
の
到
来
で
高
止

ま
り
が
続
く
。
市
は
他
部
署
か
ら

の
応
援
や
派
遣
職
員
ら
の
増
員
、

一
般
相
談
に
関
す
る
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
業
務
の
外
部
委
託
な
ど
で
保

健
所
職
員
の
負
担
軽
減
に
取
り
組

む
。
同
課
は
取
材
に
「
さ
ま
ざ
ま
な

手
だ
て
を
講
じ
て
改
善
策
を
図
っ

て
い
き
た
い
」と
し
た
。 

決
算
委
で
質
問
し
た
山
名
文
世

委
員
（
新
緑
・
無
所
属
）
は
「
や
む
を

得
な
い
場
合
の
範
疇
を
超
え
て
い

る
。
善
処
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
述

べ
、
労
働
環
境
の
改
善
を
求
め
た
。 

   

 

八
戸
市
は
15
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
の
業
務
に
当
た
る
市

保
健
所
で
２
０
２
１
年
度
、
職
員
の
時
間
外
労
働
が
月
間
で
最
長
２
５
５

時
間
に
上
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
単
月
の
「
過
労
死
ラ
イ
ン
」
と
さ

れ
る
１
０
０
時
間
を
超
え
た
職
員
は
延
べ
38
人
。
年
間
で
最
も
多
か
っ

た
残
業
時
間
は
１
２
２
６
時
間
に
達
し
た
。  

 
 
 
 
 
 
 

（松
原
一
茂
） 

２
０
２
２
年
９
月
16
日
・
デ
ー
リ
ー
東
北 

 岸田首相は、8 月 22 日の閣議で安倍元首相の国葬を

9 月 27 日に行うことを決定した。岸田首相は首相在任

が憲政史上最も長かったことや国際的に高い評価を得て

いることを根拠とし「国葬」行うに値するとしている。

しかし、戦前の「国葬令」が 1947 年に失効し、なんら

法的根拠も存在しない。これまで歴代首相の葬儀は、吉

田元首相の「国葬」以来自民党と内閣の合同葬であり、

なぜ安倍元首相が「国葬」なのか大きな疑問を持たざる

を得ない。また、岸田首相は国葬について「内閣府設置

法」の所管事務として「国の儀式」を根拠としている

が、これまで国の儀式とは「天皇の国事行為」を指して

おり「国葬」はその範疇には入っていない。それを強引

にねじ込もうとするのは法解釈からも逸脱している。さ

らに、唯一行われた吉田元首相の国葬については野党に

も理解を求め、国会でも議論している。ノーベル平和賞

を受賞した佐藤栄作元首相の際も「国葬」が取りざたさ

れたものの当時の内閣法制局から「三権の了承が必要」

とされ、政府と自民党・国民有志による「国民葬」が行

われている。それが、国会での議論もなく、国民への説

明もないまま閣議決定で進めようとするのは暴挙としか

言えない。 

 安倍元首相が銃撃され非業の死を遂げたことには弔意

を示しまた残されたご家族に対してもお悔やみを申し上

げるが、首相時代の各政策について私たちは決して高く

評価していない。自民党の評価に基づいて国葬を行うこ

とは党派性が色濃いものとなり国民も納得できるもので

はない。さらに、葬儀費用とし 16 億円以上としている

が 30 億円を超えるのではともいわれている。現在、歴

史的円安で物価が高騰し国民生活に多大な影響を与え、

またコロナ禍で貧困にあえいでいる人たちがいる中で、

根拠のない国葬に多大な国費を投入することには絶対に

反対である。まさに、特級国民の葬儀という他ない。 

 国葬には、各自治体の首長が公費で参列を表明してい

るが、国会審議もない、国民への説明もない、法的根拠

もない、思想信条の自由を侵害しかねない憲法違反とも

言える国葬には絶対に反対であることをアピールする。 

2022 年 9 月 14 日 

安倍元首相の国葬に反対する緊急集会参加者一同 

 

９月１４日、平和労組会議・社民党県連・社民

フォーラムの共催で「安倍元首相の国葬に反対す

る緊急集会」が県庁前で開催された。（参加者は約

50 名。） 

 主催者あいさつで、今村社民党県連代表からは

「自分にも案内状が来たが、統一教会の元締めと

もいえる人の葬儀に、行政の長から葬儀の案内を

よこすのはおかしい」と述べられた。阿部県平和

労組会議議長からは「国葬は法的根拠もない。ま

た統一教会との関係が解明されていない中ではな

おさらである」とあいさつ。 

 そして、社民フォーラム青森の斎藤事務局次長

からは「これまで国葬は政治に利用されてきた。

安倍元首相の政策評価は高くない。それを自民党

評価で国葬とするのは党派性が高く、法的根拠も

ない中での開催は反対」と述べた。 

 最後に、フォーラム青森支部の宮崎事務局長が

『国葬反対のアピール（右欄参照）』を読み上げ、

確認し、終えた。           （斎藤） 

 

 

臨時的な特別な事情があって労使合

意の場合でも、月残業 100 時間を超

えると、労基法違反で「６ケ月以下の

懲役または 30 万円以下の罰金が科さ

れる恐れがある」と指摘した。(山名) 


